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Abstract
Surfactants have been contributing to the development of a clean and comfortable life as a main component of cosmet-

ics and detergents. However, economic development would affect the balance of supply and demand for surfactants in the 
future. The current ways of using surfactants could cause a short supply in the future. In order for all consumers to sustain 
a comfortable life, surfactants are required to (1) be derived from extra vegetable oils (for the earth), (2) be highly surface 
active to maintain the product qualities (for consumers), and (3) be extremely water-soluble (for global use). Surfactant sup-
pliers have the responsibility to develop technologies that can satisfy these requirements at the same time. Bio-based internal 
olefin sulfonate salt (Bio IOS), which was recently developed, is produced from C16 and C18 vegetable fats, which have 
been generally considered unsuitable as raw materials for surfactants. Moreover, it can satisfy the above (2) and (3) require-
ments, which are generally considered not to be compatible with each other. Thus, Bio IOS should be expected to be a novel 
trigger for the development of more sustainable surfactants.
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1. 緒 言

界面活性剤は，香粧品に限らず多岐に及ぶ洗浄剤の主
成分として使用される。世界の界面活性剤の全生産量は
年間約1500万トンと推定されているが，その半分以上
が洗浄剤用途と言われており，世界中の化学メーカーが
工業生産に携わっている。このように，大量生産され，
一般家庭にも広く普及している界面活性剤であるが，実
際に実用化されている界面活性剤種は，学術的な研究成
果に比して意外と少ない。これは，現在に至る界面活性
剤開発の歴史の中で多くの界面活性剤が淘汰された結果
と解釈できる。化学工業の立場からすると，産業利用可
能な界面活性剤は，純粋な界面活性能や物理化学的特性
以外に，コスト，品質，安全性，製品安定性，取り扱い
の簡便さなど数多くの実使用上の判断基準が存在し，そ
れらをクリアできない，もしくは時代の流れでクリアで
きなくなってきたものは，大量生産ラインに乗ることは
なく淘汰されてしまう。このような厳しい選別の中を長
年生き抜いてきたものが，洗浄基剤として世界各国で広
く使用されている現在の“汎用界面活性剤”である。こ

れらは，ここ20年以上にわたり大きく変化することな
く使用されてきたが，世界の共通認識として SDGs（Sus-
tainability Development Goals）が定着するにつれて，その
安定感が揺らぎ始めてきている。

2. 界面活性剤開発の歴史

界面活性剤のサステナビリティを考える上で，界面活
性剤の開発の歴史を振り返ることを避けて通れない。人
類史上最も古い界面活性剤は長鎖脂肪酸塩，いわゆる石
けんであり，4000年以上にわたって人類の洗浄に貢献
している。石けんはよく泡立ち，高い洗浄力を有する優
れた洗浄剤である一方，硬水中では水に不溶のスカムと
呼ばれる脂肪酸カルシウム塩を形成して沈殿を生じる結
果，洗浄力が大きく低下，毛髪，皮膚，繊維上に白く沈
着，それらの表面に強烈なきしみ感を残すという短所を
有している。また，塩基性下でしか機能しないことも，
皮膚には好ましくないと考えられてきた。1920年代に
は石油化学の急速な発展に伴い，より皮膚の pHに近い
中性で使用可能で，耐硬水性に優れる「合成界面活性
剤」が次々と開発され，それらは“detergents（洗浄剤）”
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